
野本寛一先生が文化功労者として顕彰されました
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野
本
寛
一
先
生
が
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
民
俗
学
研
突
所
第
二
代
所
長
野
本
寛
一
先
生
が
、
平
成
二
七
午
度
文
化
功
労
者
と
し
て
、
里
さ
れ
ま
し

た
。
野
本
先
生
は
昭
和
十
二
(
一
九
三
七
)
午
静
岡
県
の
お
生
ま
れ
で
す
。
昭
和
三
四
(
一
九
五
九
)
午
に
國
學
院
大
學
文
学
部
を

卒
業
す
る
と
、
郷
里
で
教
職
を
勤
め
る
傍
ら
、
民
俗
学
の
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
顕
彰
発
表
の
直
前
、
平
成
二
七
(
二
9
 
五
)
年

九
月
刊
行
の
『
牛
馬
民
俗
誌
』
の
「
主
著
」
に
は
、
昭
和
五
九
(
一
九
八
四
)
午
の
『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』
以
来
の
多
数
の
著
書
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
一
冊
『
生
態
民
俗
学
序
説
』
に
ょ
り
、
昭
和
六
三
(
一
九
八
八
)
年
三
月
、
筑
波
大
学
か
ら
文
学

博
士
の
学
位
を
受
領
し
ま
し
た
。
同
年
四
月
に
は
、
民
俗
学
研
究
所
助
教
授
と
し
て
近
畿
大
学
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。
民
俗
学
研
究
所

の
開
設
と
同
時
に
着
任
し
た
わ
け
で
す
が
、
当
初
の
所
員
は
、
所
長
の
谷
川
健
一
教
授
と
野
本
先
生
の
お
二
人
で
し
た
。
平
成
元

(
一
九
八
九
)
年
三
月
、
研
突
所
紀
要
『
民
俗
文
化
』
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
、
野
本
先
生
は
「
熊
野
山
海
民
俗
抄
」
と
い
う
論
文
を
書

い
て
い
ま
す
。
同
年
四
貝
文
芸
学
部
が
開
設
さ
れ
る
と
、
文
化
学
科
に
在
籍
し
て
、
民
俗
学
の
授
業
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
五
(
一
九
九
己
午
の
教
授
昇
進
後
は
、
文
化
学
科
長
・
文
芸
学
部
長
補
佐
・
文
芸
学
部
長
代
行
・
民
俗
学
研
究
所
長
と
、
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多
く
の
役
職
を
こ
な
し
、
近
畿
大
学
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
(
二
0
0
五
)
年
四
月
に
は
特
任
教
授
と
な
っ
て
、

平
成
十
九
(
二
0
0
七
)
午
三
月
に
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
名
誉
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

野
本
先
生
の
学
風
は
「
徹
底
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ケ
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
理
論
・
体
系
を
構
築
す
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
考
え
方
を
御
自
身
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
『
民
俗
文
化
』
第
八
号
(
平
成
八
・
一
九
九
六
年
三
月
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
鼎

談
・
回
顧
と
展
望
1
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
八
午
1
」
に
お
い
て
で
す
。
先
生
は
、
こ
こ
で
、
民
俗
学
研
究
所
の
研
究
態
勢
が
、

既
存
の
枠
組
み
に
規
制
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
由
に
フ
ィ
ー
ル
ド
と
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
そ
こ
か
ら
独
自
の
学

問
体
系
を
積
み
上
げ
つ
っ
あ
る
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
環
境
民
俗
学
」
と
し
て
結
実
し
、
今
回
の
高
い
顕
彰
に
繋

が
っ
た
七
言
え
る
で
し
ょ
う
。

民
俗
学
と
い
う
学
問
分
野
で
文
化
功
労
者
と
な
っ
た
の
は
、
柳
田
國
男
(
昭
和
二
七
・
一
九
五
二
年
)
・
本
田
安
次
(
平
成
七
U

一
九
九
五
年
)
・
谷
川
健
一
(
平
成
十
九
Π
二
0
0
七
年
)
に
続
い
て
、
野
本
先
生
が
四
人
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
谷
川
・
野
本

の
両
先
生
が
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
長
を
務
め
て
お
り
、
民
俗
学
で
こ
の
顕
彰
を
受
け
た
半
数
が
研
究
所
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と

は
、
我
々
現
役
所
員
に
と
っ
て
、
大
き
な
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
七
(
二
0
一
五
)
年
十
二
月
十
五
日
(
火
)
、
文
芸
学
部
主
催
の
快
挙
を
お
祝
い
す
る
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。
第
一
は
、

「
環
境
民
俗
学
ヘ
の
誘
い
」
と
題
す
る
、
野
本
先
生
の
記
念
講
演
会
で
す
。
午
後
二
時
五
十
分
か
ら
四
時
二
十
分
ま
で
、
文
芸
学
部
棟

三
0
一
教
室
で
行
わ
れ
清
水
由
洋
理
事
長
・
塩
崎
均
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
二
百
人
以
上
の
聴
講
者
で
会
場
は
埋
め
つ
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
野
本
先
生
の
唄
を
交
え
た
迫
力
満
点
の
お
話
に
、
全
員
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
第
二
は
、
シ
エ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
で
、
午
後
六
時
半
に
開
宴
し
た
祝
賀
会
で
す
。
塩
崎
学
長
の
祝
辞
清
水
理
事
長
の
黒
品
贈
呈
北
爪
佐
知
子
理
事
の
花
束
贈

呈
司
会
者
(
鈴
木
拓
也
教
授
)
に
ょ
る
祝
電
披
露
、
野
本
先
生
の
謝
辞
に
引
き
続
ミ
熊
井
英
水
理
事
の
発
声
に
ょ
る
乾
杯
で
宴
は

始
め
ら
れ
、
参
会
の
副
学
長
・
各
学
部
長
・
文
芸
学
部
教
職
員
が
、
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。



野本寛一先生が文化功労者として顕彰されました

写百 1 退職時の野本寛一先生(2007年3月20
日、野本研究室、鈴木拓也氏撮影)

与吉2 文化功労者顕彰記念講演会(2015年12
月15日)
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野
本
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
益
々
御
健
勝
で
、
新
た
な
研
九
九
成
果
を
生
み
出
し
て
い
た
だ
き
、
後
進
を
御
指
導
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。




